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東京電力福島第一原子力発電所の廃炉加速に資するため、理論計算と実測値を組み合わせて最確な線量率分

布を評価するための技術開発「線量率分布評価技術の開発」、水没した燃料デブリをソナー、小型検出器、

水中ロボットを用いて探査するための技術開発「水中デブリ探査技術の開発」を日英の研究機関が協力して

実施している。本発表では研究目的及び全体計画について報告する。
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1. 緒言
東京電力福島第一原威力発電所の廃炉を加速するためには、燃料デブリの位置を把握するとともに、作業

員の安全確保のために、廃炉工程の各工程におけるプラント内の線量率分布をできるだけ正確に把握する必

要がある。このため、理論計算と実測値を組み合わせて最も確からしい線量率分布を評価するための「線量

率分布評価技術の開発」と１号機や３号機のように水没していると考えられる燃料デブリの分布を探査する

ための「水中デブリ探査技術の開発」を日英の研究機関が協力して実施している。この研究開発の研究目的、

全体計画について発表する。

2. 研究目的及び全体計画
2-1. 研究目的
緒言でも述べたように福島第一原子力発電所の廃炉を加速するためには各廃炉工程で遭遇する環境での線

量率分布を出来るだけ正確に把握する必要がある。このため、高度なシミュレーション技術とプラント内の

何点かで実際に測定した実測値とを組み合わせて最も確からしい線量率分布を評価する技術を開発する。ま

た、水没していると考えられる燃料デブリの分布をソナー技術を用いて探査する技術を開発する、これらは

高度なシミュレーション技術や測定技術を有する原子力機構及び海洋でのソナー技術を持つ海技研との共同

で実施する。また、英国のロボット技術を有するマンチェスター大学や中性子測定技術を有するランカスタ

ー大学との協力で燃料デブリの探査技術の開発を行う。
2-2. 全体計画
この研究開発は平成27年度から3年計画で実施する予定である。

全体計画を図１に示す。線量率分布評価技術の開発

では線量率分布を計算するためのプラントモデルの構

築及び線量率分布のケーススタディ、実測のためのシ

ンチレータを用いた技術開発及び測定法の適合性評価

を実施する。水中燃料デブリ探査では模擬デブリを用

いてソナー技術の基本性能把握及び英国研究機関のロ

ボット開発や小型検出器の開発を実施し、適合性を評

価する予定である。

3. 結論
本報告は研究目的と全体計画について発表するもの

である。具体的な各技術の概要及び現在までの進展は

本シリーズ発表の「(2)線量率分布評価のための線源及

び3次元プラントモデルの構築」及び「(3)ソナーによ

る水中デブリ探査技術の開発のための模擬燃料デブリ製作と性能試験」で述べる。

なお、本発表は文部科学省の英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業による委託業務として実

施した「プラント内線量率分布評価と水中デブリ探査に係る技術開発」の成果である。
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図１ 全体計画
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